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江
戸
時
代
の
人
々
の
旅
は
、
交
通
施
設
の
整
備
、
村
々
へ
の
各
地
の
情
報
の
流
入
、
溝
の
成
立
や
発
展
、
道
中
記
・
名
所
図
絵
・
風
景
（１）
版画の刊行などを契機にし、極めて盛んであった。秩父札
所
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
が
顕
著
に
現
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
寺
社
参
詣
史
の
代
表
的
な
研
究
成
果
と
し
て
は
、
新
城
常
三
氏
の
「
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
」
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
氏
は
、
「
寺
社
参
詣
」
Ⅱ
参
詣
旅
行
に
つ
い
て
、
寺
社
参
詣
の
具
体
的
実
態
を
数
多
く
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
氏
は
寺
社
参
詣
の
「
信
心
と
遊
楽
、
観
光
と
の
境
界
は
不
明
確
」
で
あ
り
、
「
参
詣
の
遊
楽
化
、
観
光
化
を
近
世
参
法
政
史
学
第
六
十
九
号
研
究
ノ
ー
ト
「秩父巡拝図絵」からみる秩父三十四ヶ所
ｌ
菱
観
音
霊
場
の
体
験
と
記
録
Ｉ
は
じ
め
に
（２）
詣
の
時
代
的
特
色
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
旅
に
お
け
る
「
信
仰
」
か
「
遊
山
」
か
と
い
う
問
題
は
、
近
年
の
研
究
の
多
様
化
と
と
も
に
二
者
択
一
的
な
問
題
で
は
な
く
、
旅
の
目
的
や
そ
の
途
上
の
寺
社
参
詣
に
合
わ
せ
「
信
仰
」
と
「
遊
山
」
の
両
面
を
認
め
つ
つ
、
信
仰
の
旅
、
遊
山
の
旅
を
も
包
括
す
る
枠
組
（３）
みが必要であるとすうＣ傾向にある。
ま
た
秩
父
札
所
の
研
究
で
は
、
速
水
侑
氏
は
秩
父
霊
場
が
西
国
・
坂
東
と
意
識
的
に
一
体
化
し
、
百
観
音
霊
場
と
し
て
確
立
し
た
理
由
を
秩
父
霊
場
の
諸
寺
が
西
国
・
坂
東
巡
礼
の
民
衆
化
を
利
用
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
秩
父
巡
礼
ま
で
拡
大
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
秩
父
霊
場
の
地
方
霊
場
か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て
論
じ
ている。
さ
ら
に
秩
父
霊
場
は
「
江
戸
時
代
の
坂
東
巡
礼
が
比
較
的
不
振
で
小
宅
里
美 四一一
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表１「秩父巡拝図絵ｊ図絵名一覧表「秩父巡拝図絵」からみる秩父三十四ヶ所（小宅） 震卜 lＴ１「 トE,｣」
あ
る
の
に
対
し
」
「
秩
父
札
所
が
狭
い
地
域
に
集
中
し
て
い
て
巡
礼
に容易な点もさることながら、景勝に富み観光的要素に恵
ま
れ
た
面
が
、
都
市
化
し
た
江
戸
町
人
た
ち
を
引
き
つ
け
た
」
と
述
べ
、
巡
礼
の
大
衆
化
に
と
も
な
う
行
楽
的
性
格
が
強
い
と
し
て
（４）
いる。近年
で
は
岩
本
馨
氏
が
、
都
市
計
画
に
お
け
る
消
費
と
い
う
立
場
から「巨大消費都市」江戸と秩父霊場の関係を検討してお
り、江戸出胤順や午年総胤腱によって秩父霊場は「ブラン
ド化」し、その代償として秩父霊場は、江戸の人々が求め
（７）
る姿へ自ら変わらざるを得なかったことを指摘している。
本稿では、文政六年（一八一一一一一）三月に江一Ｐの住人で
た
け
む
ら
た
つ
よ
し
あった竹村立義が書いた『秩父巡拝図絵」の分析を試みた
い
。
こ
こ
か
ら
具
体
的
な
巡
拝
中
の
出
来
事
な
ど
を
抽
出
す
る
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
秩
父
巡
拝
の
様
子
、
札
所
が
巡
拝
者
に
与
え
た
影
響
や
巡
拝
者
の
札
所
に
対
す
る
意
識
を
読
み
取
っ
て
い
き
たい。１『
秩
父
巡
拝
図
絵
」
の
概
要
『秩父巡拝図絵」（以下「巡拝記乞は、新橋で仕立屋を
営
ん
で
い
た
竹
村
立
義
が
、
文
政
三
年
二
八
二
○
）
九
月
一
七
日
竹
村
立
義
の
「
秩
父
巡
拝
図
絵
』
に
つ
い
て
四
巻数 表題 丁数 図絵の点数 図絵名
１ 秩父巡拝図絵一 43-J 1０
秩父札所の惣図
所沢宿略図
北野村天満宮之図
悪津峡之lX1
大くった坂の図
忠澄庵井岩屋観音之図
岩屋内の図
吾野出口白髭之社
子権現頂上入口図
子聖権現井天龍寺之図
２ 秩父巡拝図絵 46丁 ５
秩父峠之lX1
芦ヶ窪村之図
四番観１１t斉之図
二番大棚観音図
三番岩本観音堂
３ 秩父巡拝lX1絵三 53］ ８
大宮町妙見宮之図
二十番観音堂
手操渡之図
二十六番岩井堂
岩井堂奥之院
二十七番奥院眺望図
二十八番橋立観音之図
橋立奥院岩屋之図
４ 秩父巡拝図絵四 51丁 ８
三十番深谷之図
大日何畳口独木橋
大腸寺之図
三峯'１１登口大輪村独木橋
三|峰二十町目滝本行場図
三峰御本社井別当所図
古大滝村之内滝之橋
三十一番鷲岩窟之図
５ 秩父巡拝図絵五 31丁 ５
三十二番般若法性寺
般若奥の院船盤之図
三十四番水潜之lX1
(野上町、滝の上村の図）
象鼻聖天堂之図
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２
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
と
竹
村
立
義
は
じ
め
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
巡
拝
記
」
の
特
徴
と
筆
者
で
あ
る
竹
村
立
義
に
つ
い
て
少
し
触
れ
た
い
。
筆
者
で
あ
る
竹
村
立
義
（
一
七
六
二
年
～
没
年
不
詳
）
は
、
江
戸
時
代
文
化
・
文
政
年
間
こ
ろ
の
人
物
で
、
江
戸
新
橋
で
仕
立
屋
を
営
ん
で
い
た
。
自
身
の
こ
と
を
「
独
笑
庵
」
と
号
し
て
お
り
、
彼
を
取
り
上
げ
て
い
る
文
献
で
は
「江戸の紀行家」と紹介されることが私山・かなりの旅好
き
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
「
巡
拝
記
」
の
ほ
か
に
「
川
越
松
山
巡
覧
図
志』（一八一八年）や『鹿島参詣記」（一八二四年）などを
執
筆
し
て
い
る
。
寺
社
・
古
跡
・
遺
物
な
ど
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
記
録
の
中
に
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
地
法
政
史
学
第
六
十
九
号
から二八日までの一二日間に秩父巡拝をした記録で血腿・
「
巡
拝
記
」
は
［
表
１
］
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
冊
平
均
四
五
丁
（９）
の
冊
子
五
冊
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
は
、
巡
拝
の
行
程
、
参
詣
地
を
は
じ
め
宿
泊
場
所
・
宿
代
金
・
接
待
の
内
容
、
札
所
側
の
人
々
（
村
）
と
の
交
流
、
立
義
が
見
た
秩
父
の
自
然
（
景
色
）
の
様
子
な
ど
、
筆
者
の
秩
父
巡
拝
中
の
様
子
を
詳
細
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
抽
出
し
つ
つ
、
巡
拝
者
の
視
点
の
移
り
変
わ
り
や
関
心
の
変
化
を
読
み
取
っ
て
い
き
た
い
。
誌
な
ど
の
古
書
の
情
報
を
引
用
・
挿
入
し
、
ま
た
多
く
の
挿
絵
も
載
せている。
執
筆
し
終
え
る
の
は
文
政
六
年
一
一
一
月
で
あ
る
が
、
あ
と
が
き
に
「秩父円過卸」が入手できず、執筆が遅れたことを述べて
おり、実際に秩父を巡拝をしたのは文政一一一年九月一七Ｈか
ら
九
月
二
八
日
だ
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
巡
拝
記
」
は
巡
拝
中
に
メ
モ
し
た
も
の
を
帰
宅
後
に
清
書
し
た
も
の
だ
と
分
か
る
。
さ
ら
に
表
題
を
「
図
絵
』
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
本
文
中
に
挿
入
し
た
絵
図
は
地
図
的
要
素
も
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
立
義
の
個
人
的
な
記
録
で
は
な
く
、
第
三
者
の
利
用
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
執
筆
に
は
半
年
か
か
っ
て
お
り
、
「
忘
れ
た
る
事
多
し
」
と
執
筆
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
点
を
自
ら
指
摘
し
て
い
る
。
が
、
道
の
様
子
や
自
然
の
描
写
が
多
く
書
か
れ
、
筆
者
の
体
験
・
感
想
な
ど
も
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
一
般
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
「
道
中
案
内
記
」
や
行
程
の
み
の
「
道
中
日
記
」
と
比
べ
る
と
、
筆
者
の
秩
父
で
札
所
を
参
拝
し
た
と
き
の
様
子
や
珍
し
い
自
然
と
出
会
っ
た
と
き
の
様
子
を
よ
り
立
体
的
に
読
み
手
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
四
四
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１
出
立
前
の
準
備
と
巡
拝
計
画
ま
ず
「
巡
拝
記
』
の
冒
頭
を
み
る
と
秩
父
を
巡
拝
す
る
に
至
っ
た
（、）
動
機
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
徒
然
草
）
（
疎
き
）
つ
れ
ノ
ー
草
に
、
人
ハ
と
か
く
に
我
身
に
、
う
と
き
事
を
の
ミ
好
め
る
と
い
へ
る
、
ま
こ
と
に
名
言
と
い
ふ
へ
し
、
わ
れ
常
に
山
（
六
○
）
（
寵
ら
ず
）
水を好む僻あり、然るに年すてに耳順に一シいたらす、
又
生
れ
つ
き
肉
肥
た
り
、
加
る
に
貧
し
く
て
閑
暇
な
く
、
産
業
（慣れず）
居
な
が
ら
に
す
る
職
な
れ
は
歩
行
に
な
れ
す
、
此
四
ッ
を
以
て
（
疎
き
）
山
水
の
遊
行
を
好
む
事
、
、
う
と
き
の
至
極
と
い
ふ
へ
し
、
然
れ
（絶えず）
とも心に思ふ事たえす、〈７歳九月十七日、秩父の山ふ
ミ
せ
ん
と
例
の
石
川
の
主
伴
ひ
た
り
、
石
川
の
家
に
か
ね
て
巡
礼
す
る
者
の
背
負
歩
行
程
な
る
葛
篭
の
有
を
よ
き
幸
な
れ
ハ
こ
（具）
の
度
の
用
と
す
、
内
に
桐
油
・
火
打
の
ぐ
・
つ
け
水
・
懐
中
蜥
燭
、
さ
て
又
兼
て
間
、
秩
父
の
道
食
物
不
自
由
な
り
と
、
よ
り
（うめがか）
て
其
用
意
と
し
て
梅
千
・
口
砂
糖
・
梅
が
香
・
煮
一
兄
の
類
一
ツ
ノ
ー
曲
物
に
入
し
て
中
に
入
れ
た
り
、
わ
れ
ハ
頭
陀
袋
に
秩
父
通
志
・
武
蔵
鑑
秩
父
郡
の
部
・
武
蔵
演
露
・
武
蔵
野
話
・
武
蔵
国
絵
図
等
を
入
て
頸
に
か
け
た
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
筆
者
は
常
に
山
水
を
好
む
癖
が
あ
る
け
れ
ど
、
①
年
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
）
ニ
秩
父
巡
礼
者
の
姿
（六○）
は
す
で
に
耳
順
に
一
足
ら
ず
（
五
九
歳
）
で
あ
る
。
加
違
え
て
②
貧
し
い
の
で
閑
暇
が
な
く
、
さ
ら
に
③
生
ま
れ
つ
き
太
っ
て
い
て
、
④
家
業
も
家
に
居
な
が
ら
で
き
て
し
ま
う
の
で
歩
行
に
な
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
山
水
の
遊
行
を
好
む
こ
と
疎
き
の
至
極
」
で
あ
る
と
自
ら
指
摘
し
、
文
政
三
年
九
月
一
七
Ｈ
に
立
義
の
い
つ
も
の
旅
仲
間
で
あ
ろ
う
「
石
川
の
主
」
を
誘
い
、
秩
父
を
巡
拝
す
る
こ
と
を
決意する。
秩
父
巡
拝
を
決
意
し
た
立
義
は
、
川
立
前
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
を
準
備
す
る
。
ま
ず
「
石
川
の
主
」
の
家
に
以
前
か
ら
あ
る
「
巡
礼
す
る
者
の
背
負
歩
行
程
な
る
葛
篭
」
を
こ
れ
幸
い
と
持
ち
出
し
、
中
に
旅
道
具
の
桐
油
・
火
打
ち
道
具
・
つ
け
木
・
懐
中
蝋
燭
、
ま
た
非
常
食
と
し
て
梅
干
し
・
白
砂
糖
・
梅
ヶ
香
・
煮
豆
の
類
を
一
つ
一
つ
分
け
て
入
れ
た
曲
物
を
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
葛
篭
と
は
別
に
「
秩
父
通
志
」
「
武
蔵
鑑
秩
父
之
郡
」
「
武
蔵
演
露
」
「
武
蔵
野
話
」
「
武
蔵
川
絵
図
」
な
ど
の
地
誌
・
絵
図
を
入
れ
た
頭
陀
袋
を
用
意
し
て
い
る。次
に
巡
拝
の
行
程
に
つ
い
て
も
、
立
義
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
（Ⅲ）
いる。凡
秩
父
順
礼
す
る
に
江
戸
よ
り
道
三
筋
有
り
、
川
越
通
り
は
日
本
橋
よ
り
二
里
十
町
、
上
板
橋
二
十
六
町
、
下
練
馬
一
里
、
白
子
一
里
、
膝
折
一
里
半
、
大
和
田
一
里
半
、
大
井
三
里
半
、
川
四
五
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越石原町一一一里、高坂村二里、菅谷村一一里、小川村一里
八
丁
、
安
戸
村
一
り
八
丁
、
坂
本
村
一
里
、
一
番
札
所
四
万
（筋）
部
、
此
道
一
二
す
ち
の
内
第
二
近
し
、
一
筋
ハ
吾
野
通
り
と
云
、
是
ハ
四
シ
谷
よ
り
吾
野
宿
に
か
、
る
故
二
名
く
、
此
道
日
本
橋
（
近
し
）
より八番札所迄凡廿一里、一二すちの内第一ちかし、一
筋
ハ
熊
谷
通
り
、
日
本
橋
よ
り
一
番
札
所
迄
凡
廿
六
型
と
云
、
（
先
の
年
）
川
越
ヘ
ハ
き
き
の
と
し
遊
ひ
し
事
も
あ
れ
ハ
、
こ
の
度
ハ
五
口
野
通
り
を
柱
て
熊
谷
通
り
を
帰
ら
ん
と
恩
へ
る
江
戸
日
本
橋
か
ら
秩
父
ま
で
は
三
筋
の
適
法
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
一
番
近
道
で
あ
る
江
一
Ｐ
か
ら
秩
父
八
番
札
所
ま
で
二
一
里
あ
る
吾
野
通
り
を
往
き
、
帰
り
は
別
ル
ー
ト
の
熊
谷
通
り
を
帰
る
と
あ
り
、
か
な
り
正
確
な
江
戸
日
本
橋
か
ら
秩
父
ま
で
の
ル
ー
ト
や
距
離
に
関
す
る
情
報
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
巡
拝
記
」
の
末
尾
に
は
「
二
十
八
日
帰
宅
す
べ
し
と
定
め
て
出
た
れ
ば
」
と
日
程
も
調
整
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
入
念
な
計
画
の
も
と
で
巡
拝
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
秩
父
へ
の
旅
は
、
初
め
て
の
旅
で
あ
っ
て
も
事
前
に
行
程
ル
ー
ト
や
数
字
上
で
の
距
離
の
把
握
、
旅
の
特
徴
な
ど
様
々
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
地
誌
・
絵
図
の
携
帯
は
、
事
前
に
下
調
べ
を
し
た
と
は
い
え
、
初
め
て
の
土
地
に
は
か
わ
り
な
い
の
で
、
現
地
で
誤
っ
た
情
報
を
認
識
し
た
り
、
道
法
政
史
学
第
六
十
九
号
２
秩
父
巡
拝
の
行
程
九月一七日から二八日までの秩父巡拝の行程は【表２］
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
か
ら
秩
父
入
り
す
る
ま
で
約
三
日
、
札
所
を
全
部
廻
ろ
の
に
諸
所
の
名
所
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
で
は
あ
る
が
約
六
Ｈ
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
往
き
に
江
戸
から秩父まで五ｍ野通りを利用すると約二一里、一二Ｈで歩い
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
日
あ
た
り
約
七
里
（
約
二
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
歩
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
帰
り
の
熊
谷
通
り
は
、
江
戸
か
ら
一番札所まで約一一六里、’一一日で自宅のある新橋に戻るには
一
日
約
八
・
六
里
を
歩
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
帰
り
は
一
番
札
所
で
は
な
く
三
十
円
番
札
所
か
ら
の
帰
路
に
な
る
の
で
そ
れ
以
上
歩
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
五
九
歳
と
は
思
え
な
い
健
脚
ぶ
り
で
あ
る
。
な
お
四
日
目
ル
ー
ト
の
武
甲
山
は
、
本
来
登
る
予
定
で
い
た
が
「
労
れ
足
に
高
山
も
苔
し
け
れ
△
と
断
念
し
て
い
る
。
秩
父
巡
礼
は
、
【
表
２
】
や
一
図
上
を
み
て
も
分
か
る
が
、
秩
父
は
武
甲
山
・
三
峰
山
な
ど
の
山
々
に
隣
接
し
た
地
域
の
た
め
山
岳
ル
ー
ト
は
あ
る
が
、
内
陸
に
位
置
し
て
い
る
の
で
海
辺
ル
ー
ト
が
存
に
迷
っ
た
り
し
な
い
た
め
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
出
立
前
の
入
念
な
準
備
は
、
旅
に
対
す
る
不
安
を
多
少
は
取
り
除
け
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
四
六
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表２「秩父巡拝図絵」行程一覧表『秩父巡拝図絵』からみる秩父三十四ヶ所（小宅）
’
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￣￣
L望!竜二
Dl-l四
七
■■
Ｐ■ ■■
’４番札D『(荒木）｜仁三[il"I/ilj区'三十三|本堂 ｜茶を乞う、焼飯を食’
月日 |ｌｆＩ１ル/天気 程行 参詣地・見物所など 食事・休息・術'1|先など 備考 図絵
９月17日
(１日目）
夜明け前
fllの刻
八シ過ぎ
暮れ
新橘
四シ谷一来子一淀橋
一ｌｌ１１ｌ１ｆ－堀之内一馬
橋一iHiul寺一荻窪村
一遅1W)I:村一竹下新
H］
関村
保屋村
八木沢
前沢村
|了里村
久】<111の原一北秋津
村
所沢
茶屋
/(Ｉ屋
屋
秩父屋定右術|Ⅱ１
酒・蕎麦売る家
休息す
昼食す（半・焼き豆
腐など）
休息す
宿泊（夕食あ1)）
1人164文
、
酒飲み、蕎麦を食す
○
９月18日
(２日目）
９月19日
(３日lEI）
iili
河
北111}新１１１
三ケ嶋村一林村
中野村
谷ヶlIl村
悪津
岩沢村宿能飯
大つくた坂
平戸村一虎秀村一丼
上村一鎌倉坂一関村
我町村
坂石村
吉延村
中沢村
菊)||村
秩父1111；
うuiケi/);村
北11F村天iili宮
忠瀧川f/岩殿観需
'１１挺社
仁]三lliル子の権現／
天１１K寺
lMil6''1.菓子売る家
菓子売る家／飯売る
家
IlI1屋大河原孫左術''１
民家雁
酒・草畦売る家
ll1li茶屋
''１１厘磯七
lMil前を食す
jliljを買う／昼食す
宿泊
▲霊験有l）
茶を乞う
強飯を食す
草鞍調え
菓子喰い、茶を呑む
桁泊（夕食：芋・大
根・葱)、２人で300
文
●
●
○
○
●
●
天気 葛生村一菊111村一横
瀬材
柿取1)てみるにすべ
て渋し
8番札U「
9番札所（1ﾘ1科）
7番札i）『（牛伏）
6番札所（萩の堂） iNi人の家 ▲荷物預け参詣す
5番札所（詔歌寺）
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所の1M〔象//本堂／奥
の院（石仏・羅漢
像・ｉｌ１社）／三十11リ
の｜111仏の石像
綱厭焼き'。 法
政
史
学
第
六
十
九
号
丁
Cｌ別当所 (小ｕ／宿泊（夕食：焼芋に醤、麦のi1l11／ｌｊｉｌＨに入る）
９月21日
(５日目）
長谷部又右術''１１
蝋守の家９月22日
(６日目）
mfmiWDB'二iFIiFP 四八
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１「秩父巡拝図絵
」
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
）
．’
￣
四
九
※図絵…●は111水を多く含む絵図、○はその他の絵図
｜文（奥の院案内賃）’１
紺屋治左術''11泌の妹
の家
宿 S-I (２人で３００
文川/夕食（芋・大
根・葱鍋、香の
物）′向かいの家に
て風呂に入る
９月23日
(７１］且）
巣ﾑﾘi村-1111ﾉ]村
ｌ
ｌ
ｌｌｌ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｌＩｄｊ
三粕I’
ｲT地蔵/後嵯峨院飾
三皇子|W開道場//東
女''1高野山大[l1i1lll
大腸＃ｉｉ寺／坐禅石／
に王|Ⅱ]／開1]｣堂//-1.
二社//大天狗の窟
本社・拝殿
本Pli
別当
▲「三ﾉjrllIにして真
に寂莫の笠験たり」
を乞うて昼食す
一宿を乞う／戸棚風
呂／夕食（赤ふ飯、
汁は白みそ、長い
も・椎茸）／夜に酒
肴/１人１００文
●
●
９月24日
(８「１月）
大輪村
fllll1ii
滝のMii
ill;村
31{i:札iﾘ｢（飯|Ⅱ村）
'Ｍ［1lVlllI
三峯登口大輪村jli木
Mii
三器二十丁'一}滝本行
｣ル
薬IW1ijU1来像
本堂／奥の院／鷲勝
卿
'１，１１［野1ﾘ}神
小家
無'１１雌｛i術''１１
食す「}11舎の豆腐は
すべてかたし」
▲背負いし物lift〈
●
●
●
●
９月2511
(９日[1）
32if札D「（般若村）
33祈札)ﾘ｢
34番札所
iＭ１千堂/納経堂/奥
の院（観音銅仏//大
[1縦／十三伏）
本堂/菊水の水
本 艦iiiという水I|(のあ
る家
宿泊ノタ食
●
●
９月2６
(10日|]）
3'１１MＦ札所
菅↑iLi)I|村一本野上村
－iIEの｣:村
糠iili('１;Ｉ
六'１(’
Mi:届
'１，iiilll
奥の院（乳岩/仏像
満／水槽1)）堂一Ｋ’
八l1Ilii社
象ﾘﾄ聖天堂
▲奥の院案内1人2４
文
宿泊
○
●
９月27日
(11日目）
便'１１村
＃ '11村一Ⅱ1''１村一石
村
上Ｉも術
滝の不吻
宿ilfl
９月28日
(12日目）
jRi仔 新橘
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l･；.:．:.:-:．:｡:．:･胃･:･曰昶
鑑 法政史学第六十九号iｉｉjjLJ蕊 蕊LjR＞ 蕊沼!:!:!:!:!:!､ラーミニqjl:;:！■●■■b■■O◆0４●■巳●■◆●ごrJJJriJjli 隅羽○ [】薩
婁
２２７Ｆ~漁
図１江戸時代の秩父三十|Ilケ所の番付（『新編埼玉県史』通史編２）
３
食
物
困
難
の
秩
父
道
江
戸
時
代
の
秩
父
巡
礼
道
に
は
、
分
岐
点
に
道
標
と
な
る
巡
礼
石
が
存
在
し
て
い
た
。
今
日
で
も
江
戸
時
代
に
施
さ
れ
た
巡
礼
石
が
道
す
が
ら
確
認
で
き
る
。
巡
礼
石
は
自
然
石
に
「
み
ぎ
○
ば
ん
」
「
ひ
だ
り
□
ば
ん
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
た
だ
（過）
「
順
礼
道
」
と
彫
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
秩
父
の
巡
礼
道
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
道
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
当
時
、
秩
父
の
道
は
食
べ
物
が
不
自
由
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
旅
道
中
に
お
い
て
、
食
事
の
確
保
は
旅
人
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
『
巡
拝
記
」
で
も
冒
頭
に
秩
父
道
は
食
べ
物
が
不
自
由
で
あ
る
と
記
し
、
非
常
食
と
し
て
梅
干
・
白
砂
糖
・
梅
ヶ
香
・
煮
豆
の
類
を
準
備
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
巡
拝
中
も
「
此
度
の
道
中
十
二
日
ヵ
間
、
一
日
も
芋
（食わざる）
く
ハ
さ
る
日
な
し
、
又
中
食
す
る
所
な
け
れ
ハ
焼
飯
頼
み
て
朝
毎
に
持
て
り
」
と
宿
泊
先
で
は
毎
度
、
昼
食
用
の
焼
飯
の
支
度
を
し
て
い
在
し
な
い
。
ま
た
一
地
域
に
三
十
四
ヶ
所
す
べ
て
の
札
所
が
集
約
し
て
い
る
た
め
、
大
き
な
街
道
を
利
用
し
て
巡
礼
を
行
う
の
で
は
な
く
、
村
里
を
起
点
と
し
て
、
そ
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て挙げら仏糾。
五
○
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}TLMごIIEIIiTJ表３秩父巡拝中の食事内容一覧「秩父巡拝図絵」からみる秩父三十四
ヶ
所
（
小
宅
）
五
一
９
月
皿
日
（６日目）
９
月
ｎ
日
（５日目）
９
月
加
日
（４日目）
９
月
四
日
（３日目）
９
月
咀
日
（２日目）
９
月
Ⅳ
日
（１日目）
月
日
朝 夕 尽一 夕 夜 朝 夕 昼 夕 午の
刻
時
間
白
久
村
大
宮
町
大
棚
荒
木
芦
ヶ
窪
峠 子の
権
現
の
戯
石
坂
村
我
野
村
我
野
村
飯
能
野
村
所
沢 下里
村
八
木
沢
村
関
村
場
所
荒
川
岸
の
茶
屋
羽番札所（仮家）
泌
番
札
所
（
堂
守
の
所
）
加
番
札
所
（
堂
守
の
家
）
長
谷
部
又
右
衛
門
長
谷
部
又
右
衛
門
市 長谷
部
又
右
衛
門
３番札所（別当寺）
２
番
札
所
（
別
当
寺
）
４
番
札
所
（
本
堂
）
滞七（問屋）
酒
・
菓
子
杯
商
ふ
茶
屋
茶
屋
民
家
大
河
原
孫
左
術
門
（
問
屋
）
大
河
原
孫
左
術
門
（
問
屋
）
飯
売
家
某
売
家
さ
さ
や
か
な
る
家
（
鯛
鈍
・
菓
子
屋
）
秩
父
屋
定
左
衛
門
（
宿
屋
）
酒
・
ソ
バ
売
る
家
茶
屋
角屋（飯屋）
茶
屋
店
茶 茶 茶 芋・
ご
ぼ
う
の
類
、
箆
蒻
の
白
あ
ひ
柿 焼豆
腐
、
芋
の
煮
す
ま
し
汁
、
麦
の
割
飯
（
梅
ヶ
香
）
、
士
芋
に
灘
（強飯）、
『◆▲
－１
Ｉ
．
焼
豆
腐
の
煮
芋
・
大
根
・
葱
菓
子
・
茶
強
飯 茶 柿 八四１１皿
鈍
棚
、
ソ
ノ〈
芋
．
焼
豆
腐
献
立
休
息
休
息
休
息
休
息
「強飯したくせり」
箆蒻の白あひ「甚能し」
「味よるしからず」
土芋の醤「味殊によし」
休
息
休
息 寄
し
ば
ら
く
慾
ふ
休
息、
休
息
備
考
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４
秩
父
の
食
事
で
は
、
江
戸
時
代
の
巡
礼
者
は
秩
父
入
り
し
て
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
食
べ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
〃
そ
の
一
例
と
し
て
【
表
３
］
が
あ
る
。
こ
の
表
と
前
述
で
挙
げ
た
と
お
り
に
宿
泊
先
で
毎
度
、
昼
食
用
の
焼
飯
を
用
意
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ほ
ぼ
一
日
三
回
食
事
を
取
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
巡
拝
ル
ー
ト
に
準
じ
て
適
宜
茶
屋
で
菓
子
を
食
べ
た
り
、
別
当
寺
な
ど
で
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
食
事
の
献
立
は
主
に
芋
．
焼
豆
腐
?（昭）たよ、７である。 ※献立欄の（）は、立義が携帯していた
も
の
。
法
政
史
学
第
六
十
九
号［
だ
っ
た
よ
う
だ
。
食
事
に
関
す
る
立
義
の
評
価
は
辛
口
な
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
「
か
、
る
地
に
詣
ろ
者
、
食
事
の
善
悪
い
ふ
へ
き
に
あ
ら
す
、
よ
き
（食わん）
（
巡
り
歩
き
）
物
く
ハ
ん
と
な
ら
ハ
江
一
戸
の
内
め
く
り
あ
る
き
せ
ん
」
と
旅
先
で
出
さ
れ
た
食
事
は
文
句
を
言
わ
ず
、
有
難
く
頂
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
だ
け
で
は
「
食
べ
物
に
不
自
由
Ⅱ
食
べ
る
物
が
な
い
」
と
い
う
印
象
を
受
け
が
ち
だ
が
、
秩
父
に
も
名
産
品
は
存
在
し
た
。
四
日
目
（
九
月
二
○
日
）
横
瀬
村
に
向
か
う
途
中
で
、
立
義
は
所
々
に
（薄）
な
っ
て
い
る
柿
を
手
に
し
な
が
ら
「
形
ち
長
く
色
壼
う
す
黄
也
、
此
柿
五
一
－一
９
月
閉
日
（９日目）
９
月
型
日
（８日目）
９
月
羽
日
（７日目）
夕 朝 夕 夜 夕 昼 夕
小
一nL-
Flリ
田
弧
番
札
所
門
前
弘
番
札
所
門
前
虹
番
札
所
へ
向
か
う
途
中
三
シ
峯
山
若濱（水車のある家）
若
濱
（
水
車
の
あ
る
家
）
小
家
別
当
宿
坊
別
当
宿
坊
本
堂
組
屋
治
左
衛
門
妻
の
妹
の
家
（酒、梅ヶ香）
（携えし物）
田
楽
酒
、
松
茸
赤
飯
、
汁
は
白
ミ
ソ
、
長
芋
、
椎
茸
、
す
み
茶、（携えし物）
芋
・
大
根
・
葱
鍋
「味わろきとしりて客人にも夫
す
国
む
る
事
や
有
と
心
に
恩
ひ
し
」
「田舎の豆腐ハすへてかたし、
そ
れ
を
焼
て
味
噌
を
付
ゆ
き
た
れ
ハ
弥
か
た
し
、
さ
れ
と
所
か
ら
に
て
味
よく覚へし」
昼
食
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（
様
々
）
飯
能
を
出
て
よ
り
道
さ
ま
ノ
ー
～
に
屈
曲
殊
に
石
交
り
の
道
な
り
、
高
麗
川
を
渡
る
事
す
へ
て
十
二
度
、
其
内
三
ヶ
所
ハ
橋
な
し
徒
渡
り
也
、
其
余
九
ヶ
所
ハ
丸
木
二
本
渡
し
た
る
も
有
、
或
（
掛
け
渡
し
）
ハ
長
き
板
一
枚
か
け
わ
た
し
た
る
ｊ
、
有
、
或
ハ
川
中
に
顕
れ
出
（
彼
方
此
方
）
（
踊
り
）
た
る
石
を
か
な
た
こ
な
た
へ
お
と
り
越
る
ｊ
ｂ
有
こ
の
記
録
は
、
出
立
し
て
二
日
目
（
九
月
一
八
日
）
の
飯
能
か
ら
秩
父
に
向
か
う
ま
で
の
道
法
の
様
子
で
あ
る
。
飯
能
を
出
て
か
ら
の
道
は
、
様
々
に
屈
曲
し
石
交
じ
り
の
道
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
（藁）
尤
多
－
）
、
此
柿
わ
ら
に
て
こ
シ
結
生
乾
と
な
し
て
売
る
、
こ
れ
を
秩
父
の
つ
る
し
柿
と
て
名
産
と
す
」
と
記
述
し
て
お
り
、
ま
た
「
此
度
の旅行、柿・茸・鮎一一一品は多かるべしと思い来たりしに」
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
べ
物
に
不
自
由
で
あ
り
な
が
ら
も
秩
父
名
産
は
存
在
し
、
今
回
の
巡
拝
で
食
べ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
た
節
も
記
録
か
ら
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
立
義
が
巡
拝
を
し
た
時
期
は
、
す
で
に
時
期
外
れ
で
柿
は
渋
柿
ば
か
り
が
残
り
、
茸
・
鮎
も
旬
の
時
期
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ている。
１
秩
父
ま
で
の
道
の
様
子
「
巡
拝
記
」
に
は
、
道
の
整
備
状
態
も
か
な
り
細
か
く
記
載
さ
れ
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
）
三
秩
父
巡
礼
道
の
様
子
２
秩
父
巡
礼
道
の
様
子
巡
礼
者
は
、
秩
父
入
り
し
た
日
か
ら
は
巡
礼
石
を
目
印
に
巡
礼
道
を
歩
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
巡
礼
道
も
決
し
て
楽
な
道
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
立
義
の
記
録
も
大
宮
付
近
は
平
地
で
あ
る
た
め
、
宗
教
施
設
や
古
跡
、
道
の
位
置
に
関
す
る
記
述
が
ほ
と
ん
ど
で
、
巡
礼
道
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た
か
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
行
程をみる限りスムーズに札払泌が行われていたようであ
の
間
高
麗
川
を
何
度
も
渡
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
高
麗
川
を
渡
る
こ
と
｜
二
度
、
そ
の
う
ち
の
一
二
回
は
徒
渡
り
、
九
回
は
丸
木
一
一
本
渡
し
、
あ
る
い
は
板
一
枚
を
架
け
、
も
し
く
は
川
の
中
か
ら
顕
れ
て
い
（Ⅳ）
る
石
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
踊
り
渡
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
。
当
時
飯
能
ｌ
秩
父
間
の
道
が
、
い
か
に
川
を
挟
ん
だ
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
で
あ
っ
た
か
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
と
き
立
義
は
、
飯
能
の
問
屋
で
馬
を
借
り
て
峠
越
え
を
し
て
お
り
、
川
を
渡
る
際
、
馬
に
乗
っ
て
い
れ
ば
水
中
を
行
き
渡
る
時
に
濡
れ
ず
に
済
む
が
、
川
に
入
る
時
や
岸
に
上
が
る
時
に
馬
が
石
に
蹟
い
て
落
馬
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
「
此
三
里
の
道
中
々
容
易
の
道
に
あ
ら
す
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
川
を
何
度
も
渡
り
、
立
義
は
四
日
目
に
よ
う
や
く
目
的
地
で
あ
る
八
番
札
所
に
到
着
す
る
。
五
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表４巡拝道に関する記述
圖 法政史学第六十九号
る。と
こ
ろ
が
、
山
手
の
札
所
に
な
る
と
例
え
ば
二
十
四
番
札
所
に
行
く
ま
で
の
巡
礼
道
は
「
始
終
山
道
に
て
（
登
り
下
る
）
のほりくたる」とあり、そのほかにも【表４］で
ま
と
め
た
よ
う
に
、
所
々
で
「
此
度
の
旅
行
、
山
坂
い
く
（野）
（けわ）
ら
と
な
く
越
た
れ
と
の
は
か
り
の
所
あ
ら
す
」
「
嶮
し
き
事
い
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
す
」
な
ど
と
山
路
の
巡
礼
道
で
は
苦
労
し
た
様
子
が
窺
え
る
記
述
が
見
受
け
ら
れ
る
。
特に八日目（九月二四日）の一一一一番の札所まで
の
道
の
記
録
を
み
る
と
、
こ
れ
よ
り
堂
迄
二
十
五
町
也
、
廿
一
丁
目
迄
ハ
少
し
（
幾
度
）
も
上
り
下
り
道
同
し
谷
川
を
右
左
り
と
い
く
た
ひ
も
（
稀
々
）
わ
た
る
、
皆
丸
木
橋
あ
り
、
甘
く
間
ま
れ
ノ
ー
～
に
畑
道
、
廿
一
丁
目
に
仁
王
門
あ
り
、
入
て
是
よ
り
四
町
（
様
々
〉
殊
の
外
難
所
に
て
道
と
い
へ
る
ハ
な
し
、
ざ
ま
ノ
ー
～
（
粉
う
様
）
に
さ
し
出
た
る
大
石
の
間
を
と
き
ま
か
う
さ
ま
に
よ（角）
ち
り
あ
か
り
、
或
ハ
木
の
根
に
と
り
つ
き
、
岩
か
と
（いた）
（
ほ
ん
）
（
述
べ
難
し
）
をふまへ、甘く労ハしきこと栄にのへかたし、
折
々
ハ
開
ら
け
た
る
道
も
あ
れ
と
、
道
な
き
所
多
し
、
廿
六
番
の
奥
の
院
を
の
ほ
り
し
時
か
ハ
か
り
の
所
ハ
あ
ら
し
と
恩
ひ
し
か
是
ハ
は
る
か
に
ま
さ
れ
五
四
月日 場所 内容
９月１８日
津
飯能
山にか掴るわつかの道をこなたかなたと廻りゆく辛ふ
道さまざまに屈曲殊に石交りの道なり／高麗)||を渡る事すへて十二度、
其内三ケ所ハ橋なし徒渡り也、其余九ケ所ハ丸木二本渡したるも有、或
ハ長き板一枚かけわたしたるも有、或ハ111中に顕れ'1}たる石をかなたこ
なたへおとり越るも有
９月２１[１
23番札所
24番札所
25番札所
十六町四十間、ますます山道にてのほり多し
始終山道にてのほり〈たる 、 わかれ道有
廿三町三十六問、沢一シ、山のほり下り尤多し
９月22日 26番札所(奥の院）
御堂に参り後のかた奥の院に山にのほる、これよりざして高からすとい
へとも一躰の石'11にて正しき道といふにあらす、右左りさし出たる岩か
とを足か、りとしてのほる／||嗽しき事いふへきもあらす／少しといへと
も脇目する事あたハす
９月23日
大日向山
三シ峯山
次第にのほり道にて石交り／坂路瞼し〈脈を穿心地す
此度の旅行、山坂いくらとなく越たれとのはかりの所ハあらす、士人す
ら此かけ越ゐなんきなる事をいへは、まして江戸あたりの者ハいふもた
らなり
９月24日 31番札所
廿一丁||に仁王門あり、入て是より四町殊の外難所にて道といへるハな
し／さまざまにさしlⅡたる大石の間をときまかうさまによちりあかり、
或ハ木の根にと|)つき岩かとをふまへ其労ハしきこと采にのへかたし／
折々ハ開らけたる道もあれと、道なき所多し／あまり瞼なる道をのほり
し故にや脚気起りてやうやう歩行する
９月２５日 32番札所(奥の院）
頂上少しになりて壁をそはたてる如く登る事あたハす、二間斗のはしこ
をな画めにかけおけり、こなたにハくさりを下げおけり、これにすかり
てのほる、足か、りのため少しも岩をうかちて道のほれる
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（
梯
子
）
ｈ／、御堂舞台作ｈ／、後ハ数丈の岩壁也、左右にはしこ
有
り
、
左
り
よ
り
上
り
て
拝
し
、
右
の
方
に
至
れ
ハ
堂
守
の
家
有
て
人
ハ
見
へ
す
、
か
こ
わ
所
に
住
る
に
や
と
驚
か
れ
ぬ
、
奥
の
院
ハ
又
一
町
の
ほ
る
、
拝
み
は
て
、
元
の
道
に
下
る
、
あ
ま
り
嶮
な
る
道
を
の
ほ
り
し
故
に
や
脚
気
起
り
て
や
う
ノ
く
～
歩
行
（
辿
る
）
す
る
に
Ｈ
も
暮
は
て
た
ｈ
／
、
た
と
る
ノ
く
～
宿
に
帰
る
と
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
「
是
よ
り
Ⅲ
町
殊
の
外
難
所
に
て
道
と
い
へ
る
ハ
な
し
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
様
々
に
突
き
出
て
い
る
大
石
の
間
を
、
そ
の
折
々
入
り
乱
れ
て
振
り
上
が
り
、
あ
る
い
は
木
の
根
を
取
り
付
く
岩
角
を
踏
み
し
め
て
歩
き
、
ま
さ
に
「
道
と
い
へ
る
ハ
な
し
」
と
い
う
場
所
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
（
い
た
）
（
ほ
ん
）
「其労ハしきこと栄にのへかたｌ）」とその時の苦労を文末
に
添
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
立
義
は
「
あ
ま
り
嶮
な
る
道
を
の
ほ
り
し
故
に
や
脚
気
起
り
て
」
と
脚
気
を
起
こ
し
た
原
因
は
、
険
し
い
道
を
歩
い
た
た
め
だ
と
思
い
違
い
を
し
、
Ⅱ
暮
れ
前
に
や
っ
と
の
思
い
で宿に帰っている。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
秩
父
巡
礼
の
逆
に
は
山
川
の
多
い
険
し
い
場
所
が
多
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
遊
楽
・
観
光
に
適
し
て
い
る
と
は
一一一一口い難い巡礼道もあったことが分小脳。
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
）
１
四
季
折
々
の
自
然
次
に
筆
者
は
、
巡
拝
中
に
ど
の
よ
う
な
場
所
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
な
が
ら
札
打
ち
を
行
っ
て
い
た
か
検
討
し
た
い
。
も
と
も
と
秩
父
は
先
行
研
究
に
も
あ
る
よ
う
に
景
勝
に
富
み
、
ｎ
然
鑑
賞
・
行
楽
に
適
し
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。
「
巡
拝
記
」
は
九
月
に
巡
拝
し
た
記
録
な
の
で
、
一
年
を
通
し
て
同
じ
条
件
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
こ
の
検
討
に
よ
り
そ
の
一
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
ｏ巡拝
四
日
目
、
横
瀬
村
か
ら
八
番
札
所
へ
向
か
う
途
中
の
景
色
の
様子を立義は、
（
眺
む
）
是
よ
り
横
瀬
村
ま
て
－
里
半
程
山
間
の
畑
道
に
て
遠
く
な
か
む
（
様
々
）
る
所
な
し
と
い
へ
と
も
、
四
方
の
山
木
の
葉
さ
ま
ノ
ー
に
色
つ
（
悦
ば
し
む
）
き
、
さ
な
か
ら
に
新
色
た
ら
ん
様
に
て
目
を
よ
る
こ
ハ
し
む
（卯）
と
記
し
て
い
る
。
九
月
と
い
う
こ
と
で
ち
よ
、
つ
ど
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
巡
拝
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
川
沿
い
を
歩
い
た
と
き
に
は
、
此
あ
た
り
水
中
に
巨
石
多
く
様
々
の
形
を
な
せ
り
、
元
よ
り
山
（
潔
く
）
（いわ）
川
な
れ
ハ
い
き
き
よ
く
流
れ
は
や
し
、
多
く
の
巌
に
あ
た
り
て
（
例
ふ
）
白
浪
た
ち
て
廻
り
行
き
ま
た
と
ふ
へ
き
な
し
四
巡
拝
の
目
的
と
関
心
五
五
Hosei University Repository
な
ど
と
岩
に
ぶ
つ
か
っ
て
白
波
を
立
て
る
ほ
ど
速
く
流
れ
る
川
の
様
（皿）
子
を
潔
い
と
感
じ
、
そ
の
爽
快
感
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
五
日目の九月二一日、一一十一一一番札所へ向かう山道の様子につ
いては、廿三
番
へ
十
六
町
四
十
間
ま
す
ノ
ー
～
山
道
に
て
の
ほ
り
多
し
、
（
遥
々
）
小
松
原
の
中
は
る
ノ
ー
通
る
右
の
方
、
山
の
下
は
る
か
に
見
へ
て
な
か
め
道
、
さ
れ
と
是
非
廿
五
番
迄
め
く
ら
さ
れ
ハ
明
日
の
（悪し）
（故）
都
〈
口
あ
し
け
れ
ハ
頻
り
に
道
を
急
ぐ
、
さ
れ
ど
山
道
ゆ
へ
と
か
（
捗
ら
ず
）
く
に
は
か
と
ら
す
、
右
の
沢
ハ
田
村
と
て
在
家
也
、
廿
一
二
番
の
所
を
小
鹿
坂
と
云
、
高
見
へ
て
見
は
ら
し
よ
し
、
後
ハ
松
・
柏
（
如
く
）
生
茂
り
東
南
ハ
荒
川
帯
の
こ
と
く
、
河
の
か
な
た
ハ
大
宮
大
野
（
残
り
な
く
）
原
の
田
面
の
こ
り
な
く
見
】
え
て
無
双
の
勝
景
な
り
（犯）
と眺め道から見冨える大宮の皀昆勝を記している。
九
月
で
あ
っ
た
こ
と
や
巡
拝
中
に
稲
穂
を
と
ぐ
光
景
（
第
六
節
）
に
出
会
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
見
晴
ら
し
て
い
た
景
色
は
黄
金
色
に
染
ま
っ
た
田
面
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
秩
父
の
山
か
ら
の
眺
め
は
「
墨
に
画
如
く
絶
景
、
筆
に
及
ば
ず
」
、
川
も
（こうけち）
「
画
に
か
け
る
山
水
の
如
く
水
ハ
濃
藍
染
め
の
布
の
白
く
纐
纈
し
た
ら
ん
よ
う
流
れ
」
と
も
表
現
し
て
お
り
、
こ
の
度
の
巡
拝
は
行
く
先
々
の
山
水
を
残
ら
ず
描
こ
う
と
す
る
と
切
り
が
な
い
と
、
あ
ま
り
の
景
勝
の
多
さ
に
感
動
す
る
と
同
時
に
そ
れ
ら
の
景
勝
を
す
べ
て
絵
法
政
史
学
第
六
十
九
号
２
巡
拝
者
視
点
か
ら
み
る
秩
父
札
所
「
巡
拝
記
」
に
は
、
秩
父
の
山
水
画
を
は
じ
め
参
詣
し
た
名
所
や
札所（奥の院）などの絵図が計一一一六枚挿入されている。こ
れ
ら
を
み
な
が
ら
、
次
に
立
義
は
札
所
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
関
心
を
も
っ
た
か
検
討
し
た
い
。
以
下
は
四
日
目
、
四
番
札
所
の
参
詣
の
様
子
に
つ
い
て
の
記
述
で
ある。四
番
へ
十
二
町
十
六
間
村
道
也
、
四
番
ハ
荒
木
と
云
所
に
て
山
の
手
な
り
、
元
観
世
音
の
立
給
ひ
し
所
ハ
是
方
う
し
ろ
に
見
ゆ
る
高
篠
山
也
と
云
、
門
前
に
泊
り
屋
有
、
か
く
て
御
堂
に
参
り
み
る
に
仁
王
門
有
、
入
り
て
左
り
の
方
舞
台
作
り
の
堂
有
、
西
国
一
一
一
十
三
所
の
尊
像
を
安
置
す
、
さ
て
本
堂
に
詣
て
茶
を
乞
て
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
。
「
黒
に
て
画
如
く
」
や
「
画
に
か
け
た
る
山
水
の
如
く
」
と
表
現
す
る
あ
た
り
が
絵
心
の
あ
る
立
義
ら
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
直
接
目
に
し
た
光
景
が
「
筆
に
及
ば
ず
」
な
ほ
ど
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
くる口［表５］
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
の
秩
父
巡
拝
は
、
川
の
流
れ
の
美
し
さ
や
紅
葉
を
楽
し
み
つ
つ
の
巡
拝
で
、
ま
さ
に
筆
者
の
望
ん
だ
「
山
水
を
好
む
」
状
態
で
あ
り
、
目
的
を
達
成
で
き
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
五
六
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（
携
え
）
た
つ
共
□
へ
し
焼
飯
食
せ
ん
と
腰
打
か
け
た
れ
は
住
僧
立
出
（●よノ、）
て能も詣て給へり、いつｊｈ〉午歳は当所一二十四所必開帳
あ
り
、
当
年
も
開
帳
に
て
今
日
則
結
願
な
り
、
幸
に
強
飯
あ
れ
は
参
ら
す
へ
し
と
て
盆
に
盛
て
童
ハ
持
出
、
芋
．
焼
豆
腐
の
煮
た
る
な
と
添
た
り
、
腹
宜
し
け
れ
ハ
じ
き
に
及
ハ
す
、
住
僧
又
（
急
ぎ
）
い
わ
く
若
い
そ
き
給
ハ
ず
ハ
奥
の
院
に
圭
叩
ふ
て
給
へ
し
、
山
に
高
野
山
を
う
つ
し
て
一
一
一
千
の
神
仏
の
尊
像
あ
り
、
小
僧
に
案
内
ざ
す
へ
し
と
あ
れ
ハ
さ
ら
ハ
参
詣
す
へ
し
と
少
し
て
謝
物
お
き
て
奥
の
院
に
行
、
山
さ
の
み
高
か
ら
す
と
い
へ
と
右
に
の
ほ
り
（
巡
り
）
左
に
下
ｈ
ｖ
さ
ま
，
く
、
に
め
く
り
行
、
其
所
に
多
く
和
仏
或
羅
漢
の
像
・
神
社
も
有
、
所
々
ざ
、
や
か
な
る
堂
有
て
石
像
も
安
置
す
、
こ
れ
ハ
当
年
開
帳
に
つ
き
改
に
建
井
へ
た
る
に
て
内
の
像
も
丹
士
胡
粉
も
て
あ
さ
ま
し
く
色
と
り
て
、
子
供
の
持
遊
ひ
の
様
て
お
か
し
、
い
く
ら
と
ノ
ー
同
じ
事
な
れ
は
坂
道
の
ほ
り
く
（
止
み
な
ん
）
た
り
足
た
ゆ
け
れ
ハ
、
是
に
て
や
み
な
ん
と
い
ふ
に
小
僧
〈
了
少
しノｌ、，と足早く先立ゆくに、是非なく所ノし、，散銭あけ
漸
に
し
て
元
の
所
に
帰
る
この記述と［図２］をみてみると、まず仁王門から入り
右
に
行
く
と
「
御
堂
」
と
称
さ
れ
る
観
青
堂
が
あ
る
。
そ
こ
で
札
打
ち
を
行
っ
て
か
ら
、
先
程
の
仁
王
門
か
ら
左
に
進
む
と
左
側
に
「
舞
台作の堂」があり（絵図では「四国一一一十三ヶ所の写」とあ
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
）
る
）
、
さ
ら
に
進
ん
だ
右
側
に
本
堂
が
あ
る
。
「
巡
拝
記
」
の
記
述
を
参
考
に
す
る
と
、
巡
礼
者
た
ち
は
観
音
堂
で
札
打
ち
を
し
た
後
、
名
所
を
見
学
・
参
詣
し
、
本
堂
で
茶
を
乞
い
休
息
し
て
い
た
と
思
わ
（幻）
れる。また
絵
図
に
は
奥
の
院
が
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
札
所
に
よ
っ
て
は
奥
の
院
案
内
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
第
五
節
）
。
次に、八日Ⅱ（九月一一五日）、三十一一番札所では、
こ
れ
よ
り
小
鹿
野
町
迄
一
里
少
し
つ
、
登
り
下
り
有
し
、
（小鹿野）
お
か
の
ハ
此
邊
に
て
繁
日
日
の
地
也
、
軒
つ
、
き
の
町
に
て
諸
商
人
有
、
菓
子
制
す
る
家
杯
も
あ
り
、
左
り
の
か
た
－
町
斗
に
小
鹿
の
明
神
の
社
有
、
此
所
を
小
鹿
野
原
と
云
、
二
町
ほ
と
行
て
（たに）
追分
有、右
へ
下り小
判
澤と一
玄
を捗り
山
へのほ
る
、澗道
峠
一
シ
あ
り
、
般
沿
坂
と
云
、
下
れ
ハ
札
所
也
、
所
を
般
特
村
と
い
ふ
、
観
音
堂
舞
台
つ
く
り
、
石
階
有
、
奥
の
院
ハ
納
経
堂
の
う
し
ろ
ち
の
ほ
る
大
き
な
る
石
の
下
を
潜
り
て
い
る
、
こ
れ
（
鷲
の
勝
展
）
よ
り
四
町
わ
し
の
い
わ
や
程
な
ら
ぬ
共
道
ハ
急
な
り
、
や
（
勝
き
）
、
７
ノ
ー
の
ほ
り
行
に
向
ふ
よ
り
わ
か
き
比
丘
尼
の
た
、
さ
こ
ろ
に
行
し
に
や
、
ざ
は
か
り
急
な
る
坂
を
は
し
り
下
る
、
朝
夕
に
な
れ
た
れ
ハ
な
る
へ
し
、
頂
上
少
し
に
な
り
て
壁
を
（
時
て
る
）
（
梯
子
）
そ
は
た
て
る
如
く
登
る
事
あ
た
ハ
す
、
二
問
斗
の
は
し
こ
を
（
斜
め
）
（
此
方
）
（
鎖
）
な
、
め
に
か
け
お
け
り
、
こ
な
た
に
ハ
く
さ
り
を
下
げ
お
け
五
七
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図２四番観－１１上音之図（｢秩父巡拝図絵」第二巻内閣文庫蔵）
表５景色に関する記述
内容月日 場所
こなたとかなた山の間ハ谷深く合を山水細<流れて高麗川に落
合ふ／左りの方はるかにこま川をへたて、岩沢・飯能の村落見
へ其後ろにハ遠111塁にてⅢ如く絶景、筆に及ハす
悪津９月１８日
東南の方山なく末遙かに詠めたる／目をと掴めて見れと只秒々
とたとヘハ布に小紋置たる様にてさたかにしるへき物なし９月１９日｜子の権現（物見の岡）
是（谷川）も水中に岩石多く登りの１１１６少して流れ広し様々の
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なり
五
八23番札所（奥の院）
26番札所 絶頂あたこの社辺より遠景あり
此辺荒Ⅱ|の両きしけつりなせる如く高く水はるかに下を流ろ、
水中に岩いくらとなく現れ出、白浪i張り流る／絵図にか、んと
息ひ、しかと日もすてに碁け近し、又此度の旅行か、ろ山水こ
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９月２２ロ 30番札所付近荒川岸
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jJ2()H１
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棚iWW､.
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}）／元よ｢〕;1111なれハいききよ ｵLばや:－多くの朕
})て:2:狐たちて廻り行きまたとふへきな!’hとより横瀬村 で
・・ill半ｊｌＭＩｌ間の畑萢(｢て遠くなかむるJﾘi'な とｖ､へとも四方の
:[: 栞さまざまbこ 色たらん様にて【Ｉ
ろニハＬｉｂ
9Ｊｊ :Ｉ
k２２:Ｉ
_ｌｊ４隣L｣ﾘr・・2 稀札jjll
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|寺怯法治ｲﾙﾐi計二十二’「秩
父
巡
拝
図
絵
』
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
図３三十二番般若法性寺（『秩父巡拝図絵」第五巻内閣文庫蔵）
り
、
こ
れ
に
す
か
り
て
の
ほ
る
、
足
か
図
り
の
た
め
少
し
も
岩
（
穿
ち
て
）
を←７かちて道のほれは板葺の小堂有、杜（右手より上に
至
れ
ハ
岩
の
有
様
巨
舩
を
す
へ
た
る
如
し
長
さ
二
町
余
り
、
（幅）
は
酋
広
き
所
に
て
、
十
間
は
か
り
少
し
て
行
下
り
也
、
舳
先
の
（
思
し
き
）
か
た
と
お
ほ
し
き
所
に
観
音
の
銅
仏
有
、
御
長
三
尺
は
か
り
、
岩のはな魚の口の如くすき間有、ともの方ハ小高き岩
山にて洞中に大日の像あり、此岩山のほりかたし、岩
を
根
と
し
て
所
々
松
有
、
は
る
か
に
三
方
を
遠
見
す
、
般
若
の
村足下に有り、誠に奇景と云へし、或書に西洋アルメ
ニアの山の嶺きに巨舩のかたちしたる岩有、昔天地混
沌せし時の舩也といへるも、これにハ過しとおもはれ
侍
る
とある。こちらも記述と（図３．４］をみていくと、まず
寺社境内に入ると石階段が目に入り、これらを頂まで上っ
ていくと舞台造りの観音堂がある。奥の院へは、「納経堂」
の後にある大きな石を潜って入る（絵図では「札堂」とあ
る）。奥の院までは四町ばかりあり、途中に二間ばかり梯
子を斜めに掛けた道と鎖を提げた道がある。立義は鎖の方
に
つ
か
ま
り
登
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
登
り
終
え
る
と
板
葺
き
の
小
堂
があり、その右手より上に行けば、巨船を据えたような広
い場所に出る（絵図では「十三伏」のことか）。その舳先
九
九
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図４般若奥の院船盤之図（『秩父巡拝図絵ｊ第五巻内閣文庫蔵）
１
食
事
の
提
供
食事や宿の提供といえば、四国の八十八ヶ所巡礼の接待
が
有
名
で
あ
る
が
、
秩
父
で
は
ど
の
よ
う
な
接
待
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
秩
父
の
札
所
（
村
々
）
が
巡
礼
者
に
対
しどのような持て成しを行っていたか検討したい。
【
表
旦
や
［
表
３
］
を
み
る
と
分
か
る
が
、
秩
父
は
札
所
周
辺
や
山
の
峠
な
ど
に
茶
屋
が
存
在
し
て
い
た
。
巡
拝
中
、
立
義
は
そ
の
茶
屋
や
札
所
の
別
当
寺
で
茶
を
乞
い
休
息
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例えば、先程説明した四番札所では、本堂で茶を乞い休息
し
て
い
た
と
き
に
住
僧
か
ら
「
当
年
も
開
帳
に
て
今
日
則
結
願
な
り、幸に強飯あれは参らすへし」と強飯に加え芋と焼豆の
煮
物
も
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
日
は
、
泊
ま
る
宿
が
定
ま
ら
ず
困
っ
て
い
る
旨
を
三
の
方
と
思
わ
れ
る
所
に
は
観
音
の
銅
仏
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
左
手
に
行
く
と
岩
の
端
に
魚
の
口
の
よ
う
な
隙
間
が
あ
り
、
小
高
い
岩
に
な
っ
て
い
て
洞
中
に
は
大
日
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
奥
の
院
か
ら
は
、
は
る
か
三
方
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
般
若
村
が
足
下
に
見
え
「
誠
に
奇
景
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
（別）
ある。
五
札
所
（
村
）
の
巡
礼
者
へ
の
対
応
六
○
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２
宿
の
提
供
秩
父
三
十
四
ヶ
所
は
、
秩
父
と
い
う
一
地
域
内
で
成
立
し
た
札
所
で
あ
る
。
そ
の
た
め
西
国
・
坂
東
札
所
と
比
較
す
る
と
札
所
・
村
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
組
織
し
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
秩
父
の
巡
礼
宿
同
士
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
普
段
、
札
所
の
あ
る
村
々
で
は
巡
礼
者
に
対
し
、
宿
の
提
供
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
旅
に
お
い
て
泊
ま
っ
た
宿
で
次
の
宿
の
斡
旋
を
受
け
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
秩
父
で
も
宿
の
斡
旋
は
行
わ
れ
て
お
り
、
「
巡
拝
記
」
に
も
以
下のような斡旋が行われていた。
・
秩
父
定
右
衛
門
↓
木
の
下
勇
蔵
（
中
沢
通
り
）
、
山
崎
冨
右
衛
門
（
子
の
権
現
）
・
芦
ヶ
窪
峠
の
茶
屋
↓
藤
七
ま
た
は
喜
左
衛
門
（
芦
ヶ
窪
麓
）
・
山
田
村
名
主
万
蔵
↓
大
宮
町
長
谷
部
又
右
衛
門
・
大
宮
町
長
谷
部
又
右
衛
門
↓
組
屋
治
右
衛
門
（
宿
）
番
札
所
の
別
当
寺
に
話
し
泊
め
て
も
ら
っ
て
も
い
る
。
そ
こ
で
も
夕
食
に
麦
の
割
飯
や
す
ま
し
汁
を
馳
走
に
な
っ
て
い
る
。
秩
父
札
所
で
の
接
待
は
、
茶
を
無
料
で
提
供
す
る
の
が
一
般
的
で
、
場
合
に
よ
っ
て
茶
の
ほ
か
に
強
飯
な
ど
の
食
事
の
提
供
も
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
た
い
て
い
は
有
料
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「秩父巡拝図絵」からみる秩父三十四ヶ所（小宅）
組
屋
治
右
衛
門
（
宿
）
↓
組
屋
治
右
衛
門
妻
の
妹
の
家
こ
の
よ
う
に
提
携
し
合
っ
た
宿
同
士
の
場
合
の
ほ
か
に
、
名
主
や
茶
屋
も
斡
旋
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
斡
旋
に
対
し
て
、
巡
礼
者
を
受
け
入
れ
る
宿
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
た
の
か
、
三
番
札
所
の
別
当
寺
に
宿
泊
し
た
と
き
に
出
会
っ
た
山
田
村
名
主
万
蔵
の
話
か
ら
そ
の
一
部
分
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
春
の
頃
道
者
多
き
比
ハ
村
里
も
又
農
事
な
き
比
な
れ
は
家
毎
旅
（
留
め
）
人
を
と
衝
め
侍
れ
ハ
喰
ふ
へ
き
物
も
少
し
ハ
貯
へ
候
得
共
、
此
程
ハ
道
者
も
ま
れ
に
村
里
も
又
事
繁
け
れ
ハ
旅
宿
に
こ
ま
ら
せ
給
ふ
へ
し
と
あ
り
、
ど
う
や
ら
春
の
時
季
は
道
者
も
多
く
、
家
ご
と
に
巡
礼
者
を
受
け
入
れ
る
準
備
が
な
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
宿
泊
で
き
る
状
（躯）
態
に
し
て
い
た
と
考
逗
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
宮
町
の
長
谷
部
又
右
衛
門
が
紹
介
し
た
組
屋
治
右
衛
門
宿
に
お
い
て
は
、
常
に
泊
ま
り
宿
を
営
ん
で
は
い
る
が
「
大
分
此
節
ハ
事
繁
く
御
宿
な
り
か
ね
候
」
と
宿
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
山
に
、
宿
か
ら
三
町
あ
ま
り
離
れ
た
主
の
妻
の
妹
の
家
へ
と
立
義
た
ち
を
老
母
に
案
内
さ
せ
（
我
が
）
（絶えず）
て
い
る
。
そ
の
家
も
ま
た
「
わ
れ
か
家
、
大
方
ハ
旅
人
た
へ
す
」
宿
泊
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
巡
礼
宿
・
別
当
寺
の
他
に
も
札
所
付
近
の
農
家
が
一ハー
Hosei University Repository
３
札
所
・
奥
の
院
案
内
次
に
札
所
や
奥
の
院
の
案
内
に
つ
い
て
だ
が
、
江
戸
時
代
に
も
、
寺
社
参
詣
や
名
所
め
ぐ
り
に
は
案
内
人
が
存
在
し
て
い
た
。
秩
父
札
所
で
も
、
案
内
人
付
き
の
奥
の
院
案
内
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
案
内
が
行
わ
れ
て
い
た
か
み
て
い
き
た
い
。
（一一十八番）
是より廿八はん橋立迄十一一一町一二十四問行、道に谷川
ニ
ッ
有
、
柴
橋
か
、
る
廿
八
番
も
上
影
森
の
内
也
、
御
堂
迄
少
し
の
登
り
也
、
御
堂
の
後
ろ
ハ
高
く
聟
へ
た
る
岩
山
也
、
御
堂
（
安
ら
ひ
）
（
岩
屋
）
守
の
許
に
や
す
ら
ひ
、
茶
を
乞
ふ
て
休
息
し
奥
院
い
わ
や
の
案
内
を
た
の
む
、
堂
守
Ｈ
、
此
胴
の
内
に
五
十
六
ヶ
所
の
参
詣
所
有
、
其
教
銭
料
と
し
て
一
人
前
五
十
六
銭
宛
、
是
に
お
り
と
給
へ
と
い
ひ
て
や
か
て
板
木
を
打
な
ら
す
、
年
の
程
九
才
斗
の
童
出
来
る
、
こ
れ
ハ
民
家
境
内
の
中
に
二
軒
有
り
、
一
日
か
わ
り
（
蝋
燭
）
に
出
る
と
見
ゆ
、
囲
炉
裏
に
有
も
へ
さ
し
に
ら
う
そ
く
つ
け
（
蝋
燭
）
（
童
）
き
、
又
ら
う
そ
く
立
へ
き
も
の
童
に
あ
た
ふ
、
わ
ら
へ
先
に
た
（一民り）
ち
て
門
を
出
、
一
兀
来
し
左
の
方
へ
一
町
斗
り
も
レ
ー
り
て
崖
の
口
宿
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
も
い
く
ら
か
の
金
銭
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
も
有
料
で
あ
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
気
持
ち
ば
か
り
の
礼
と
し
て
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
六
十
九
号
（
調
へ
た
る
）
る事あたハす、堂守の許にてと、のへたる絵図の土生、
（慣れ）
（時）
次
に
図
す
、
童
ハ
道
に
な
れ
た
れ
ハ
ー
ッ
ノ
ー
、
～
に
と
き
し
め
し（誰）
足
て
行
、
か
、
る
闇
き
穴
の
中
な
れ
ハ
な
れ
三
ご
る
心
に
ハ
た
れ
し
も
何
と
な
く
恐
る
へ
き
な
れ
と
か
、
る
小
童
す
ら
何
と
も
忠
（
此
刀
）
（
静
か
）
ハ
て
行
な
れ
ハ
こ
な
た
も
、
心
お
ち
居
て
し
つ
か
に
見
め
ぐ
る
、
（
童
）
（
静
か
）
殊に案内のｊＤのわらへなれハしつかによくノく～見せに
別
に
褒
美
や
る
へ
き
と
さ
と
し
て
贄
質
す
、
其
中
竜
の
形
な
と
（
梯
子
）
殊
に
見
』
ｂ
の
に
て
長
き
丈
余
太
さ
一
抱
半
は
か
り
、
は
し
こ
に
て
の
ほ
り
所
四
か
所
、
潮
に
し
て
観
卉
堂
の
左
の
方
に
出
、
童
（
与
へ
）
に
十
二
銭
を
あ
た
へ
こ
れ
ハ
悦
ひ
い
た
、
き
て
は
し
ｈ
ソ
行
六日目（九月一一二日）、一一十八番札所の奥の院岩屋の案
内
の
様
子
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
堂
守
に
①
奥
の
院
案
内
を
頼
み
、
②
参
詣
所
の
説
明
料
と
し
て
一
人
五
六
銭
ず
つ
払
っ
て
い
る
。
す
る
表６奥の院案内料
一ハーー
（
携
さ
へ
し
）
（
蝋
燭
）
有、たつ三」ヘし燃せしの火らうそく
（
移
し
）
に
う
つ
し
先
立
て
入
、
｜
本
ハ
お
の
れ
＆
〕
（
梯
子
）
てｈ／、少し行てはしこ有り、夫」ｂ穴
の
中
右
に
行
、
左
り
に
め
く
り
或
ハ
上
り
或
ハ
下
り
、
す
へ
て
Ⅱ
か
け
を
見
す
、
几
す
ぐ
道
に
な
さ
ハ
川
町
ほ
と
も
有
へ
く
覚
ゆ
、
其
内
に
種
々
の
形
象
、
人
作
に
あ
ら
す
、
自
然
の
物
に
し
て
こ
と
ノ
ー
～
く
回
す
案内料（１人あたり）
４番札所 無料
28番札所 56銭
30番札所 24文
34番札所 24文
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１
新
し
い
出
会
い
先
に
も
述
べ
た
が
、
竹
村
立
義
は
か
な
り
の
旅
好
き
で
、
ま
た
好
奇
心
旺
盛
で
話
好
き
な
人
物
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
と
堂
守
が
板
木
を
打
ち
鳴
ら
し
③
案
内
人
と
し
て
「
年
の
程
九
才
斗
の
童
」
が
出
て
き
て
案
内
を
し
て
い
る
。
堂
守
の
話
よ
れ
ば
、
こ
の
二
八
番
札
所
の
岩
屋
に
は
五
六
ヶ
所
の
参
詣
所
が
あ
り
、
つ
ま
り
一
ヶ
所
に
付
き
説
明
料
一
銭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
岩
屋
の
中
は
鍾
乳
洞
に
な
っ
て
お
り
、
「
巡
拝
記
』
に
は
「
種
々
の
形
象
、
人
作
に
あ
ら
す
、
自
然
の
物
に
し
て
こ
と
ノ
ー
く
図
す
る
事
あ
た
ハ
す
」
と
記
し
て
い
る
。
童
も
案
内
人
の
役
割
を
心
得
て
い
た
よ
う
で
、
闇
に
不
慣
れ
な
参
詣
者
に
合
わ
せ
た
ペ
ー
ス
の
案
内
を
有
難
く
思
い
、
こ
の
時
、
立
義
は
説
明
料
と
は
別
に
褒
美
と
し
て
案
内
を
し
た
童
に
一
二
銭
渡
し
て
（妬）
いる。この
よ
う
に
案
内
人
は
札
所
ご
と
に
異
な
る
が
、
「
巡
拝
記
』
を
み
る
と
別
当
寺
の
小
坊
主
や
寺
社
境
内
に
住
み
込
ん
で
い
る
使
用
人
の
子
供
な
ど
が
交
代
で
案
内
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
案
内
料
は［表６］にも示したように、無料のところもあれば、有
料
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
）
六
秩
父
で
の
交
流
と
発
見
旅
の
目
的
は
秩
父
巡
拝
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
土
地
土
地
で
出
会
う
人
々
と
の
交
流
も
楽
し
み
の
一
つ
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
立
義
は
、
宿
泊
先
で
ま
め
に
事
前
に
準
備
し
携
帯
し
て
き
た
地
誌・絵図を取り出しては、宿主に内容の事実確認などをし
て
い
る
。
二
日
目
、
大
河
内
孫
左
衛
門
（
問
屋
）
に
宿
泊
し
た
と
き
な
ど
は
、
家
の
主
と
思
わ
れ
る
老
父
に
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
ている。この
老
父
か
、
る
僻
地
に
住
れ
と
心
有
者
に
て
事
を
問
た
、
す
（
取
り
出
し
）
に
詳
也
、
持
行
し
武
蔵
絵
図
と
り
い
た
し
秩
父
郡
の
所
打
ひ
ろ
（
違
い
）
け
見
す
る
に
、
こ
れ
ハ
村
々
の
居
所
た
か
い
た
る
所
侍
り
、
わ
れ
秩
父
郡
の
絵
図
作
得
共
見
せ
侍
ら
ん
と
て
収
出
し
た
り
、
わ
れ
此
地
に
住
て
能
々
胚
し
侍
れ
ハ
大
方
ハ
違
ひ
侍
ら
す
と
い
ふ
そ
し
て
立
義
は
、
こ
の
「
心
有
者
」
な
老
父
と
の
出
会
い
を
「
能
き
縁
」
と
そ
の
後
、
正
確
な
絵
図
と
の
校
合
を
頼
ん
だ
り
、
大
方
は
巡
拝
を
目
的
に
し
て
は
い
る
が
、
途
中
途
中
に
あ
る
寺
社
や
古
跡
に
も
立
ち
寄
り
た
い
旨
を
伝
え
、
老
父
か
ら
岩
殿
観
音
に
つ
い
て
詳
細
な
道
法
や
由
来
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
長
々
と
物
語
り
を
し
た
立
義
と
老
父
で
あ
っ
た
が
、
ろか）
夜
も
更
け
て
き
た
こ
ろ
に
老
父
が
「
労
れ
き
せ
給
ハ
ん
に
長
物
か
た
り
退
屈
き
せ
給
ハ
ん
」
と
立
義
を
気
遣
う
と
、
「
否
物
語
の
お
も
し
ろ
け
れ
ハ
、
却
て
旅
の
疲
れ
を
忘
れ
た
り
」
と
こ
の
度
の
物
語
り
一ハーーー
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は
と
て
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。（”）
ま
た
四
日
目
、
一
二
番
札
所
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
これより三番に至る、凡廿四、五町、一一一番の少しこな
た
に
谷
川
有
、
左
右
切
岸
高
く
板
橋
を
架
、
漸
暮
前
に
三
番
に
着
く
、
観
世
音
に
参
詣
し
別
当
所
に
立
寄
休
息
し
、
日
ざ
し
を
見
る
に
蟇
に
近
く
庭
に
稲
こ
き
届
た
る
老
夫
に
此
あ
た
り
に
宿
る
へ
き
所
有
や
と
い
へ
は
、
泊
り
宿
と
て
定
り
た
る
ハ
侍
ら（答
す
、
百
姓
の
家
に
頼
み
給
ハ
、
と
、
め
参
ら
す
へ
し
と
こ
た
ふ）
（
昨
日
）
ふ
、
さ
れ
は
き
の
ふ
も
泊
り
に
困
り
て
知
ら
ぬ
夜
道
し
た
り
、
今
宵
も
ざ
あ
ら
ん
と
足
ハ
つ
か
れ
た
り
と
当
惑
す
、
い
か
様
此
（
繁
き
）
せ
つ
ハ
農
事
し
け
き
頃
な
れ
ハ
さ
る
事
も
侍
ら
ん
と
い
ふ
、
扱
老
夫
に
回
ひ
、
こ
の
御
寺
に
今
宵
宿
さ
せ
給
ハ
す
や
と
い
へ
（
易
け
れ
）
ハ
、
と
、
め
参
ら
す
る
事
ハ
い
と
や
す
け
れ
と
、
ま
い
ら
す
へ
き
物
な
き
を
い
か
国
せ
ん
と
い
ふ
に
、
否
夫
ハ
く
る
し
か
ら
す
、
た
つ
ざ
へ
し
物
も
あ
り
、
但
別
に
米
炊
き
玉
ハ
る
に
及
す
、
麦
の
割
た
き
て
玉
ハ
ん
ハ
殊
に
好
物
に
な
れ
ハ
願
ふ
所
也
、
し
か
し
す
ま
し
の
汁
調
し
て
た
ま
わ
る
へ
し
と
い
へ
は
、
（
濯
ぎ
）
（
寛
か
せ
）
ざ
も
侍
ら
ハ
と
て
足
す
、
き
て
く
つ
ろ
か
せ
給
へ
と
有
に
、
嬉
（
擢
ぎ
）
し
く
て
庭
の
丼
の
も
と
に
て
足
そ
、
き
、
い
ろ
り
の
許
に
よ
り
て
疲
れ
を
休
む
、
掴
打
見
た
る
に
い
と
広
く
後
の
方
ハ
山
也
、
（こびきちよう）
住
持
ハ
勧
化
所
、
江
一
戸
木
挽
町
六
丁
目
に
有
か
、
其
所
守
法
政
史
学
第
六
十
九
号
六
四
（しょげ）
る
所
化
病
気
に
つ
き
江
一
円
へ
出
て
お
ら
す
、
諸
に
ハ
年
の
比
十
六
、
七
計
な
る
所
化
と
、
今
の
老
夫
外
に
年
若
き
男
と
三
人
（粗朶）
の
み
居
れ
ｈ
／
、
か
く
て
所
化
そ
朶
折
く
へ
茶
杯
煮
て
物
語
ｈ
／
す
、
我
々
は
其
木
挽
町
の
旅
宿
に
い
と
近
き
程
に
住
る
も
の
な
（
縁
）
（伝）
り、不思議なるえにしに侍り、若師の許に一一一［侍あら
ん
に
ハ
帰
る
日
早
速
通
す
へ
し
と
い
へ
と
異
な
る
用
事
も
侍
ら
す
、
跡
の
月
は
し
め
に
下
つ
れ
ハ
早
帰
る
へ
き
程
な
る
に
病
者
の
重
き
に
や
侍
ら
ん
と
い
ふ
、
程
な
く
風
呂
わ
き
た
る
と
い
ふ
に
湯
に
入
は
て
、
、
又
々
炉
の
許
に
平
臥
し
物
語
り
す
、
是
ハ
他
の
旅
宿
と
事
か
ハ
リ
、
い
と
心
易
く
所
化
も
年
若
に
て
幸
か
（
食
と
ろ
し
、
物
の
い
ひ
よ
け
れ
ハ
士
芋
く
ふ
へ
し
と
乞
て
炉
に
打
く
（悪）
へ焼てくふ、手制のかずれは味わるけれと是つけてくハ
（ひしお）
せ玉へ１）と醤出してあたふ、味殊によしとか、する程
に
膳
持
出
約
束
し
給
へ
る
如
く
麦
の
割
参
ら
せ
外
に
物
な
れ
け
れは、脹満るはとくハせ給へといふ、いと念比なれ、
（
携
え
）
薬味なと取そるへたｈソ、たつさえし梅ヶ香取出し此に
和
し
数
椀
打
く
ひ
つ
、
此
夜
村
の
此
所
山
田
村
と
い
ふ
名
主
万
蔵
と
い
へ
る
遊
ひ
に
来
り
、
物
語
り
す
よ
へ
泊
り
か
ね
て
難
儀
い
た
る
、
今
宵
か
く
心
置
な
き
事
な
と
い
へ
は
江
戸
に
住
せ
総
ひ
て
た
ま
ノ
ー
～
此
あ
た
り
に
参
ら
せ
玉
ハ
、
い
と
ノ
く
～
（
剛
ら
せ
）
こ
ま
ら
せ
給
ふ
へ
し
、
春
の
頃
道
昔
多
き
比
ハ
村
里
ｊ
ｂ
又
農
事
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な
き
比
な
れ
は
家
毎
旅
人
を
と
、
め
侍
れ
ハ
喰
ふ
へ
き
物
も
少
し
ハ
貯
へ
候
得
共
、
此
程
ハ
道
者
も
ま
れ
に
村
里
も
又
事
繁
け
れ
ハ
旅
宿
に
こ
ま
ら
せ
給
ふ
へ
し
、
明
日
ハ
大
宮
町
に
泊
ら
せ
給
ふ
る
れ
ハ
是
ハ
定
り
た
る
旅
宿
候
へ
は
御
心
遣
な
し
、
其
内
長
谷
部
又
右
衛
門
と
い
へ
る
者
の
方
に
泊
ら
せ
給
ふ
へ
し
、
座
敷
な
と
も
ざ
の
み
つ
き
ノ
ー
し
か
ら
す
、
江
戸
よ
り
三
シ
峯
参
詣
の
人
々
た
へ
す
宿
ら
せ
給
へ
は
家
内
の
者
も
人
な
れ
侍
り
て
他
の
家
ノ
ー
事
よ
く
便
し
侍
り
、
わ
れ
な
と
も
陣
屋
へ
用
事
候
時
ハ
い
つ
も
一
宿
致
し
候
、
陣
や
と
い
へ
る
ハ
忍
何
郡
侯
の
陣
や
大
宮
町
に
有
、
此
辺
に
阿
部
領
侯
の
領
地
多
し
山
田
村
も
其
内
也
、
即
お
の
れ
も
明
日
陣
や
へ
出
候
ヘ
ハ
又
右
衛
門
方
に
止
宿
致
し
候
、
も
し
か
し
こ
に
宿
ら
せ
給
ハ
、
明
夜
も
御
月
に
か
極
る
へ
し
と
い
ふ
、
彼
是
夜
ふ
く
る
迄
物
か
た
り
し
ふ
し
と
に
入
て
寝
ぬ
こ
の
よ
う
に
そ
の
土
地
の
人
々
と
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
い
、
心
遣
い
に
触
れ
こ
と
は
立
義
に
と
っ
て
嬉
し
い
ひ
と
時
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
立
義
に
限
ら
ず
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
巡
礼
者
に
も
共
感
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
うか。２新
し
い
光
景
（
風
景
）
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
）
旅
に
出
る
と
普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い
風
景
を
目
に
す
る
。
寺
社
・
古
跡
や
そ
の
土
地
特
有
の
風
景
も
そ
う
で
あ
る
が
、
訪
れ
る
旅
先
に
住
む
人
々
の
営
み
も
ま
た
そ
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
巡
拝
中
に
ど
の
よ
う
な
光
景
に
遭
遇
し
て
い
た
か
、
札
所
・
山
水
以
外
の
も
の
を
抜
き
出
し
て
い
き
た
い。「
巡
拝
記
」
に
は
札
所
・
古
跡
の
他
に
様
々
な
風
景
の
様
子
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
秩
父
へ
州
立
し
た
一
日
Ⅱ
、
所
沢
宿
で
立
義
は
、
宿
屋
の
二
階
か
ら
「
此
節
蚕
糸
引
比
に
て
家
々
鍋
に
繭
煮
（そうめん）
て
引
く
、
又
素
麺
制
ゆ
ろ
家
も
あ
っ
て
内
の
外
に
か
け
お
り
」
と
宿
場
の
様
子
を
書
き
留
め
な
が
ら
、
夫
婦
の
髪
結
い
を
、
に
し
「
め
ず
ら
し
」
と
連
れ
立
っ
て
い
る
様
子
を
眺
め
て
い
る
。
翌
日
の
飯
能
で
も
昼
食
を
と
っ
た
家
の
向
か
い
の
問
屋
が
多
く
の
荷
物
を
積
み
重
ね
、
馬
を
多
く
つ
な
ぎ
止
め
て
い
る
様
子
を
見
な
が
ら
、
積
み
荷
の
行
き
先
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
日
宿
泊
し
た
問
屋
で
は
、
一
夜
明
け
た
朝
、
主
人
が
庭
で
九
月
の
節
句
で
栗
を
入
れ
て
餅
（犯）
を
つ
く
様
子
を
目
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
六
日
目
の
宿
で
は
、
組
屋
治
左
衛
門
妻
の
妹
が
庭
で
年
貢
に
納
め
る
豆
を
一
つ
一
つ
撰
び
分
け
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
、
「
借
つ
ら
ノ
ー
恩
ふ
に
、
江
戸
に
住
る
者
ハ
年
貢
納
る
も
只
升
数
何
程
さ
え
納
め
れ
ハ
事
済
事
と
の
み
恩
ひ
居
た
る
に
」
と
わ
ざ
わ
ざ
豆
の
善
六
五
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本
稿
で
は
、
江
戸
の
新
橋
で
仕
立
屋
を
営
む
竹
村
立
義
の
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
を
取
り
上
げ
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
秩
父
巡
拝
の
様
子
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
秩
父
巡
拝
に
は
、
様
々
な
要
素
が
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た。一
つ
目
は
、
情
報
を
媒
体
に
得
た
知
識
・
心
象
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
と
き
の
心
的
達
成
感
で
あ
る
。
「
道
中
案
内
記
」
な
ど
の
刊
し
悪
し
を
選
別
し
て
か
ら
年
貢
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
驚
き
、
日
分
の
認
識
を
改
め
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
に
「
余
り
に
厳
則
な
る
事
」
と
感
嘆
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
寝
る
た
め
に
床
に
就
き
な
が
ら
「
機
織
る
音
」
を
（
暇
）
聞
き
、
「
田
舎
の
女
い
と
ま
な
き
、
く
う
ざ
ら
の
や
う
に
恩
ハ
れ
侍
り
し
」
と
感
想
を
述
べ
た
り
、
三
峯
山
の
別
当
の
宿
坊
で
は
、
そ
の
向
か
い
に
本
堂
が
あ
っ
た
ら
し
く
夕
食
後
に
「
夕
げ
の
勤
め
の
読
経
有
」
と
僧
た
ち
の
経
を
読
む
声
を
耳
に
し
て
い
る
。
（たばこ）
ま
た
立
義
が
巡
礼
し
た
時
期
は
「
多
葉
粉
懸
乾
、
芋
掘
と
り
、
田
有
所
ハ
稲
か
り
、
畠
ハ
耕
て
麦
蒔
、
蚕
養
ふ
家
ハ
糸
引
、
機
織
る
な
（忙）
と
取
集
め
様
々
世
話
し
き
頃
」
で
あ
っ
た
よ
壱
う
で
、
立
義
は
こ
れ
ら
の
光
景
も
日
に
し
な
が
ら
巡
礼
道
を
歩
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
六
十
九
号
お
わ
り
に
行
物
が
沢
山
普
及
し
た
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
お
い
て
、
人
々
が
そ
れ
ら
か
ら
旅
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
媒
体
に
在
地
で
旅
先
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
心
象
風
景
が
旅
を
欲
す
る
動
機
の
一
要
因
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秩
父
三
十
四
ヶ
所
も
ま
た
そ
れ
ら
の
刊
行
物
な
ど
に
よ
り
、
江
戸
か
ら
近
く
短
期
間
で
巡
礼
を
体
験
で
き
る
こ
と
や
、
四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
め
る
行
楽
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
情
報
や
イ
メ
ー
ジ
を
江
戸
の
巡
拝
者
た
ち
に
抱
か
せ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
二
つ
目
は
、
歩
く
こ
と
で
目
的
地
に
到
達
し
た
と
き
の
身
体
的
達
成
感
で
あ
る
。
秩
父
三
十
四
ヶ
所
は
景
勝
に
富
み
、
遊
楽
・
観
光
に
適
し
た
場
所
で
は
あ
っ
た
が
、
山
川
が
多
い
た
め
、
そ
の
行
程
は
決
し
て
楽
な
道
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
巡
拝
者
は
秩
父
の
険
し
い
巡
礼
道
を
歩
む
こ
と
で
、
札
所
に
辿
り
着
く
ご
と
に
目
的
を
成
し
遂
げ
た
達
成
感
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
三
つ
目
と
し
て
、
札
所
側
の
人
々
と
の
交
流
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
や
感
情
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
巡
拝
そ
の
も
の
が
「
日
常
」
生
活
と
は
異
な
る
行
為
で
は
あ
る
が
、
巡
拝
中
に
目
に
し
た
そ
の
土
地
特
有
の
光
景
は
、
巡
拝
者
の
中
で
新
し
い
知
識
と
し
て
昇
華
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
巡
拝
者
は
、
日
数
と
い
う
時
間
的
制
約
、
場
所
と
い
う
地
一ハーハ
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理
的
制
限
が
あ
る
中
で
、
「
日
常
」
生
活
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
喜
び
・
緊
張
・
昂
揚
感
な
ど
の
感
情
や
体
験
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
「
巡
拝
記
』
の
立
義
の
私
的
な
記
述
部
分
か
ら
抜
き
出
す
こ
と
ができた。
秩
父
の
広
大
な
自
然
に
触
れ
た
り
、
険
し
い
山
道
を
歩
い
た
り
、
巡
拝
者
と
し
て
持
て
成
し
を
受
け
た
り
と
い
う
経
験
は
、
よ
い
人
生
経
験
と
な
る
と
と
も
に
、
江
戸
と
い
う
閉
鎖
的
な
空
間
で
仕
事
を
し
て
い
た
庶
民
に
と
っ
て
は
、
あ
る
意
味
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る
瞬
間
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
江
戸
の
仕
立
職
人
で
あ
る
竹
村
立
義
と
い
う
人
物
を
通
し
て
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
内
容
が
す
べ
て
江
戸
時
代
に
お
け
る
秩
父
巡
拝
も
し
く
は
巡
礼
者
の
姿
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
巡
拝
の
目
的
が
違
え
ど
も
、
筆
者
が
秩
父
巡
拝
中
に
体
験
し
た
こ
と
は
、
多
少
な
り
と
も
そ
の
ほ
か
の
巡
拝
・
巡
礼
者
た
ち
に
も
共
通
す
る
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
今
回
取
り
上
げ
た
「
秩
父
巡
拝
図
絵
』
は
、
筆
者
が
冒
頭
で
述
べ
て
い
た
通
り
「
山
水
の
遊
行
」
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
遊
山
」
的
要
素
が
非
常
に
強
か
っ
た
た
め
触
れ
て
い
な
い
が
、
本
来、秩父一一一十四ヶ所は観音信仰があり現世利益が存在す
る
。
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
「
信
仰
」
的
要
素
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
今
「秩父巡拝図絵」からみる秩父三十四ヶ所（小宅）
後
の
課
題
と
し
た
い
。
註（
１
）
山
本
光
正
「
旅
日
記
に
み
る
近
世
の
旅
に
つ
い
て
」
Ｓ
交
通
史
研
究」第一三号、’九八五年）。
（
２
）
新
城
常
三
箸
「
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
」
（
塙
書房、一九八二年）。
（
３
）
鈴
木
章
生
「
社
寺
参
詣
を
め
ぐ
る
研
究
の
動
向
と
展
望
ｌ
江
戸
お
よびその周辺を中心としてｌ」（「地方史研究」第五六号、
二
○
○
五
年
）
九
一
頁
。
（４）速水侑著「観音信仰」（塙書房、一九七○年）一一一一一五～
一一一二九頁。
（
５
）
河
野
善
太
郎
「
秩
父
三
十
Ⅲ
札
所
考
」
（
埼
玉
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）
、
比
留
間
尚
「
江
戸
の
開
帳
」
（
「
江
戸
町
人
の
研
究
」
第
二
巻
、
一
九
七
三
年
）
。
開
帳
に
は
、
開
帳
神
仏
の
あ
る
そ
の
寺
社
が
お
こ
な
う
居
開
帳
と
他
の
寺
社
を
開
帳
場
所
（
宿
寺
）
と
し
、
開
帳
神
仏
を
そ
の
場
所
へ
持
ち
出
し
て
お
こ
な
う
出
開
帳
が
あ
る
。
承
応
期
か
ら
慶
応
期
に
か
け
て
江
戸
で
は
、
七
四
一
回
の
出
開
帳
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
秩
父
三
十
四
札
所
も
ま
た
江
戸
で
出
開
帳
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
「
武
江
年
表
」
な
ど
の
史
料
か
ら
、
明
和
元
年
二
七六四）・安永四年（一七七五）・寛政一二年（一八○○）・
文
化
八
年
（
一
八
二
）
に
江
戸
護
剛
寺
で
出
開
帳
を
お
こ
な
っ
て
いることが確認できる。
六
七
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（
６
）
長
享
二
年
の
「
長
享
番
付
」
や
寛
政
十
二
年
「
秩
父
三
十
四
箇
所
順
礼
観
音
縁
起
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
札
所
の
成
立
は
文
暦
元
年
二
二三四）の甲午年に、性空上人をはじめとする一一一一人の聖
が
札
所
を
設
け
た
と
さ
れ
た
い
る
。
こ
の
こ
と
を
起
因
と
し
て
、
秩
父
札
所
は
午
年
に
総
開
帳
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
（
７
）
岩
本
馨
「
秩
父
観
音
霊
場
を
め
ぐ
る
社
会
の
空
間
」
（
「
年
報
都
市
史
研
究
消
費
の
社
会
Ⅱ
空
間
史
第
二
号
」
山
川
出
版
、
二
○
○
三
年
）
七
九
～
八
一
頁
。
（
８
）
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
は
、
現
在
五
点
確
認
で
き
る
（
国
立
国
会
図
書
館
・
同
支
部
内
閣
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
彰
考
館
・
埼
玉
県
立
図
書
館
）
。
い
ず
れ
も
写
本
で
、
本
稿
で
は
内
閣
文
庫
所
蔵
（
五
巻
五
冊
）
の
も
の
を
底
本
と
し
、
校
合
本
に
埼
玉
県
立
図
書
館
所
蔵
（
五
巻
六
冊
）
を
利
用
し
た
。
な
お
こ
の
書
物
が
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
か
否
か
は
、
版
本
が
確
認
で
き
な
こ
と
と
現
存
す
る
も
の
が
す
べ
て
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
刊
行
は
さ
れ
ず
立
義
の
交
友
関
係
の
範
囲
内
で
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（９）一巻四三丁（絵Ｎ一○点）、一一巻Ⅲ六丁（五点）、三巻五
三
丁
（
八
点
）
、
Ⅲ
巻
五
一
丁
（
八
点
）
、
五
巻
三
一
丁
（
五
点
）
の
合計二一一四丁（絵図三六点）からなる。［表１】
（
、
）
氏
家
幹
人
著
「
江
戸
人
の
老
い
」
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
○
○
一
年
）
一
五
六
～
一
五
七
頁
。
（
ｕ
）
「
秩
父
三
十
四
観
音
霊
場
円
通
伝
」
の
こ
と
。
全
五
巻
六
冊
か
ら
な
る
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
刊
行
。
（
、
）
竹
村
立
義
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
第
一
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
。
法
政
史
学
第
六
十
九
号
（
旧
）
同
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
第
一
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
（
ｕ
）
現
在
の
秩
父
巡
礼
の
日
程
は
、
徒
歩
・
自
転
車
・
自
動
車
な
ど
の
移
動
手
段
に
合
わ
せ
て
プ
ラ
ン
が
組
ま
れ
て
お
り
、
徒
歩
巡
礼
の
場
合
は
江
戸
時
代
と
何
様
、
六
Ｈ
間
前
後
の
Ｈ
程
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
逆
打
ち
の
場
合
や
今
回
取
り
扱
っ
た
「
巡
拝
記
」
の
筆
者
で
あ
る
竹
村
立
義
の
よ
う
に
吾
野
通
り
か
ら
秩
父
入
り
し
、
八
番
札
所
か
ら
札
打
ち
す
る
場
合
な
ど
日
程
・
交
通
の
便
な
ど
に
応
じ
た
巡
礼
も
行
わ
れ
て
い
る
。
（
巧
）
久
米
富
司
「
巡
礼
石
（
二
、
（
二
）
」
（
秩
父
民
俗
研
究
会
編
「
秩
父
乢
俗
」
第
七
・
八
号
、
一
九
七
一
年
・
一
九
七
二
年
）
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
石
に
願
主
と
施
主
が
彫
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
存
ず
る
巡
礼
石
か
ら
確
認
で
き
る
主
な
願
主
は
「
相
州
三
浦
郡
小
坪
村
」
の
「
心
求
・
は
ま
・
こ
ま
ん
」
の
三
名
。
施
主
は
「
江
一
川
本
船
川
内
川
」
「
江
戸
小
川
原
町
こ
い
や
」
「
江
戸
新
肴
場
い
つ
み
や
」
な
ど
、
秩
父
（
札
所
）
側
で
は
な
く
、
江
戸
町
人
が
巡
礼
石
を
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
秩
父
が
ど
の
く
ら
い
江
戸
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
、
ま
た
ど
の
く
ら
い
の
巡
礼
者
が
江
戸
か
ら
秩
父
に
訪
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
割
合
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る。
（
肥
）
十
返
舎
一
九
の
「
諸
国
道
中
金
草
畦
」
で
も
「
す
べ
て
秩
父
道
中
へ
食
物
い
た
っ
て
不
自
由
の
所
あ
ら
（
、
唐
辛
子
味
噌
、
臨
節
な
ど
ハ
用
意
し
て
も
つ
べ
き
な
り
」
と
秩
父
道
は
食
べ
物
が
不
日
山
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
Ⅳ
）
竹
村
立
義
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
第
一
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
。
六
八
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［
付
記
］
本
稿
は
、
二
○
○
七
年
一
月
に
法
政
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
り
、
本
学
文
学
部
教
授
の
澤
登
寛
聡
先
生
よ
り
ご
教
示
を賜りました。感謝申し上げます。
（旧）竹村立義「秩父巡拝図絵」第四巻（内閣文庫蔵）。
（別）同「秩父巡拝図絵」第二巻（内閣文庫蔵）。
（Ⅲ）同『秩父巡拝図絵」第二巻（内閣文庫蔵）。
（
聖
同
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
第
三
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
。
（
翌
何
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
第
二
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
。
（
型
同
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
第
五
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
。
（
空
Ｍ
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
第
二
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
。
（別）同「秩父巡拝脚絵」第三巻（内閣文庫蔵）。
（〃）同「秩父巡拝Ｎ絵」第二巻（内閣文庫蔵）。
（肥）九月九日の節句。菊の節句。「巡拝記」によると江戸で
は
九
月
九
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
我
野
村
周
辺
の
地
域
で
は
「
中
ノ
九
日
二
九
日
）
」
に
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
肥
）
巡
礼
時
に
、
札
所
に
札
を
一
つ
一
つ
納
め
る
行
為
を
札
打
ち
と
い
う
。
通
常
は
一
番
か
ら
順
に
廻
る
「
順
打
ち
」
だ
が
、
三
十
四
番
か
ら
廻
る
「
逆
打
ち
」
も
あ
る
。
江
戸
時
代
の
こ
ろ
か
ら
、
印
刷
技
術
の発達により、紙製の納札が用いられるようになったが、
本
来
は
木
札
で
あ
り
、
こ
れ
を
各
札
所
に
一
つ
一
つ
打
ち
付
け
て
「
秩
父
巡
拝
図
絵
」
か
ら
み
る
秩
父
三
十
四
ヶ
所
（
小
宅
）
廻った。
六
九
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